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☎ 0186（77）2221  ＦＡＸ0186（77）2227  〒018－4494

平成24年 

月号 No.637

主

な

内

容

　１月18日から上ノ岱スキー場で総合型クラブ・スマイ
ルによるスキー教室（全５回）が行われました。雪国の

特性を生かし雪にふれる楽しさと滑る楽しさを体験しま

した。スキーが初めてという子から斜面をハの字で滑れ

る子、頂上から滑走できる子など、クラス別に分かれス

マイル会員の上小阿仁スキークラブ指導員から基礎技術

を学びました。始めはスキーの操作に不慣れだったち

びっ子も、最終日にはリフトに乗って斜面を滑り降りる

姿が見られ、みんな大満足の笑顔でした。

「白銀にシュプール描く！」

納期限のお知らせ納期限のお知らせ 国民健康保険料　第８期　　介護保険料  第８期
後期高齢者医療保険料  第８期 2月2９日（水）



　

１
月
８
日
、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で「
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク

ラ
ブ
・
ス
マ
イ
ル
」に
よ
る
５
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
イ
ル
は
平
成
19
年
に
設
立
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
競
技

ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
結
ぶ
ク

ラ
ブ
と
し
て
受
益
者
負
担
で
自
主
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
で
田
中
良
一
会
長
は「
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
、そ
し
て
、原
発
事
故
な
ど
、

広
範
囲
に
大
変
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
復
興
を
誓
い
絆
が
流
行
語

に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
ひ
と
り
の
た
め
を
合
い
言
葉
に
力

も
ち
を
一
生
懸
命
つ
い
て
、
今
年
の
絆

を
深
め
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
集
ま
っ
た
参
加
者
は
78
名
、

昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を
使
い
、
蒸
し
た

餅
米
か
ら
、
も
ち
つ
き
挑
戦
が
始
ま
り

ま
し
た
。
杵
を
振
り
上
げ
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
と

ど
ん
ど
ん
餅
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
み

ん
な
で
体
験
し
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ

た
餅
は
、
き
な
こ
、
あ
ん
こ
、
ご
ま
を

付
け
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
こ
の
交
流
会
に
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
村
内
の
商
店
に
よ
る
大
抽
選

会
が
行
わ
れ
会
場
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
交
流
会
の
収
入
金
は
、
上

中
の
部
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
全
額
寄
付

し
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
北
秋
田
市
阿
仁
ふ
る
さ
と

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
上
小
阿
仁
村
交
通
指

導
隊
と
北
秋
田
市
交
通
指
導
隊
、
上
小

阿
仁
村
防
犯
指
導
隊
と
北
秋
田
市
防
犯

指
導
隊
の
安
全
祈
願
祭
と
観
閲
式
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

神
事
で
は
、
隊
長
は
じ
め
、
関
係
者
が

玉
串
奉
て
ん
を
行
い
、
地
域
の
安
全
と
無

事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。
観
閲
式
で
は
、

中
田
村
長
、
津
谷
北
秋
田
市
長
、
進
藤

北
秋
田
警
察
署
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
地
域

の
安
全
、安
心
と
、事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
を
激
励
し
、
地
域
の
抑
制
力
と

な
っ
て
い
る
隊
員
ら
の
活
動
に
今
後
も
協

力
を
求
め
ま
し
た
。

　

交
通
指
導
隊
は「
交
通
事
故
を
な
く
す

こ
と
は
地
域
の
願
い
、
悲
惨
な
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
願
い
、
関
係
団
体
と
連
携
し
取
り

組
み
ま
す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　

防
犯
指
導
隊
は「
昨
年
の
震
災
で
、
人

と
の
絆
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

隊
員
も
各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
絆

を
大
事
に
地
域
活
動
を
行
い
、
不
幸
な
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
精
一
杯
活
動
し
ま

す
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

決
意
を
新
た
に
安
全
を
願
う

祈
願
式
・
観
閲
式

新春もちつき交流会

スマイルで
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村
で
は
１
月
26
日
、
午
前
11
時
に
、
村

内
４
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
観
測
点
の
う
ち
、

沖
田
面
地
区
の
積
雪
が
１
１
２
セ
ン
チ
と

な
り
、
本
部
設
置
基
準
の
１
０
０
セ
ン
チ

を
超
え
た
た
め
、
１
月
12
日
に
設
置
し
た

雪
害
対
策
部
か
ら
格
上
げ
し
て
、
豪
雪

対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

例
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
積
雪
が
続
い

て
い
る
た
め
、
村
長
を
本
部
長
と
し
て
関

係
部
署
と
降
雪
対
策
を
進
め
、
緊
急
車

両
の
通
行
や
通
学
路
の
確
保
、
積
雪
箇
所

を
点
検
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

積
雪
が
多
く
な
る
と
、
雪
の
事
故
が

多
発
し
ま
す
の
で
、
事
故
防
止
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
適
時
に
実
施
す

る
②
非
常
時
に
備
え
、
避
難
口
を
確
保
す

る
③
火
の
元
の
点
検
、
戸
外
に
あ
る
灯
油

タ
ン
ク
及
び
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
配
管
・

煙
突
の
点
検
を
行
う

④
無
理
な
車
の
運
転
を
し
な
い

⑤
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
駐
車
を
し

な
い

⑥
交
差
点
は
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
特
に
注
意
す
る

⑦
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
な
だ
れ
危
険
個

所
の
通
行
に
注
意
す
る

⑧
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
老
人
に

声
か
け
を
す
る

①
屋
根
の
雪
の
ゆ
る
み
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
暖
か
い
午
後
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

・
雪
解
け
水
や
雪
が
動
く
音
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

②
安
全
な
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
底
の
厚
い
長

靴
は
避
け
、
動
き
や
す
い
服
装
が
大
切

で
す
。

③
命
綱
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
命
綱
に
は
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
な
ど
滑

ら
な
い
材
質
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
命
綱
は
正
し
く
結
び
、
専
用
の
ア
ン

カ
ー
を
使
っ
て
家
の
反
対
側
の
柱
に
結

ぶ
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

・
命
綱
の
長
さ
は
、
屋
根
の
上
で
止
ま
る

長
さ
に
調
整
し
、
安
全
帯
等
幅
の
広
い

物
を
使
用
し
て
危
険
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

④
は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
転
落
防
止
の
た
め
、
は
し
ご
の
足
場
を

し
っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

・
は
し
ご
は
屋
根
に
対
し
真
っ
直
ぐ
に
、

決
め
ら
れ
た
角
度
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
道
具
は
持
っ
て
上
が
ら
ず
、
屋
根

に
上
が
っ
て
か
ら
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り

上
げ
る
な
ど
安
全
な
方
法
で
作
業
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
１
人
で
の
雪
下
ろ
し
は
止
め
、
家
族

や
近
所
の
人
な
ど
に
知
ら
せ
て
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
雪
下
ろ
し
は
事
故
に
備
え
て
２
人
以
上

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
や
む
を
得
ず
１
人
で
作
業
す
る
と
き
は
、

家
族
と
隣
近
所
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

⑥
無
理
な
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
上
が
る
前

に
は
準
備
運
動
、
作
業
中
に
は
十
分

な
休
憩
を
と
る
な
ど
体
調
に
も
気
を
つ

け
、
体
調
の
悪
い
と
き
は
無
理
を
せ
ず

止
め
ま
し
ょ
う
。

・
危
な
い
と
き
に
は
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
を
手
か
ら
離
し
、
身
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

１
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
に
は
、
姿

が
見
え
な
い
な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た
場
合
、

す
ぐ
に
気
が
つ
け
る
態
勢
を
地
域
の
皆
さ

ん
で
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

秋
田
県
で
は
今
年
か
ら
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
事
故
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
発
生

し
や
す
い
気
象
条
件
に
な
っ
た
場
合
、「
雪

下
ろ
し
注
意
情
報
」を
発
表
し
て
お
り
ま

す
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
か
ら

も
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
総
合
防
災
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.akita-bousai.jp
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豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

   

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の

　

  　
事
故
防
止
に
つ
い
て

平
成
18
年
豪
雪
以
来
６
年
ぶ
り
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積雪沖田面観測地点の積雪量　各16時現在

豪雪対策本部
雪害対策部
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ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

　

村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、

朝
夕
運
行
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
経
路

役
場
か
ら
、
堂
川
方
面
・
仏
社
方

面
・
下
五
反
沢
・
沖
田
面
を
経
由
し

八
郎
潟
駅
へ

　
朝
１
便

　
（
役
場
発　

午
前
６
時
55
分
）

　
夕
方
１
便

　
（
役
場
発　

午
後
３
時
35
分
）

※
土
日
と
祝
日
は
運
休
。
昼
は
予
約
が

あ
れ
ば
運
行
し
ま
す
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

※
乗
車
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員（
７
人
）を
超
え
た
と
き

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
確
実
に
利
用

し
た
い
場
合
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

●
申

込

先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　２月１日、友倉神社において厄払い祈願祭が行われました。正装した年男11名、（昭和46年４月２
日生まれ～昭和47年４月１日生まれ）年女５名（昭和55年４月２日生まれ～昭和56年４月１日生まれ）
が、無病息災など今年一年の無事を祈願しました。
　午前10時から行われた33歳、42歳の合同祈願祭で祭壇の前に参列し、神妙な面持ちで神官からお
祓いを受け、玉串奉てんを行い、お守りのお札と御神矢を受け取り記念撮影を行いました。
　その後、会場を移し懇親会では、久しぶりの同級生との再会を喜び、近況報告や懐かしい思い出
話に花を咲かせ、旧交をあたためました。

無病息災を祈願祈祷

　平穏な生活を確保し、事業活動の健全な発展に寄与するため暴力団排除条例が制定されました。
　暴力団を恐れない。暴力団に金を出さない。暴力団を利用しない。暴力団と交際しない。といっ
た基本理念を基に、住民の生活や事業活動に暴力団の影響力を排除することを目的としています。

暴力団排除条例が制定されました 平成 24 年４月１日施行
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２
月
３
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
で
春

を
迎
え
る
節
分
行
事
、
豆
ま
き
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

節
分
で
鬼
を
や
っ
つ
け
る
の
は
、
災
害

や
病
気
な
ど
目
に
見
え
な
い
お
そ
ろ
し
い

出
来
事
は
鬼
の
し
わ
ざ
で
あ
り
、
特
に
新

し
い
年
や
季
節
の
変
わ
り
目
に
鬼
が
や
っ

て
き
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

節
分
で
鬼
退
治
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
心
に
潜
む
、
泣
き
虫
鬼
や
怒

り
ん
ぼ
鬼
、
い
じ
わ
る
鬼
を
退
治
す
る
た

め
、
豆
ま
き
鬼
退
治
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
お
面

を
か
ぶ
っ
た
鬼
役
め
が
け
て
豆
を
ま
き
ま

し
た
。
遊
戯
室
に
は
た
く
さ
ん
の
豆
が
散

ら
ば
り
、
ス
テ
ー
ジ
下
の
園
児
た
ち
は
夢

中
に
な
っ
て
豆
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
先
生
扮
す
る
赤
鬼
、
青
鬼

が
登
場
し
、
全
園
児
で
、
鬼
は
外
、
福
は

内
と
力
い
っ
ぱ
い
叫
び
鬼
を
や
っ
つ
け
ま

し
た
。

　

ラ
ン
チ
は
鬼
に
見
立
て
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ

と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
出
さ
れ
、
お
い
し
く

食
べ
て
元
気
な
強
い
子
に
な
り
ま
し
た
。

年
の
数
だ
け
豆
ほ
お
ば
る

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
・
出
か

け
る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
ま
で
の

直
行
便
で
す
。

【
利 

用 

者
】

　

だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

【
料
　
　
金
】

〈
片
道
〉お
と
な　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　

こ
ど
も（
小
学
生
）　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

【
利
用
条
件
】

　

利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
申
し

込
む
こ
と
。

※
乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
と
き
は
利
用
で
き

ま
せ
ん

●
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
東
京
２
便
が
対
象
で
す
。）

　
合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
78
）２
５
２
２

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
利
用
で
き
る
便
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。）

　
米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
72
）３
２
１
２

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
制

○
奨
学
金
貸
付
額
（
月
額
）

・
高
校
生　
　

２
万
円
以
内

・
短
大
及
び
専
修
学
生

　
　
　
　
　
　

※
４
万
円
以
内

・
大
学
生　
　
※
５
万
円
以
内

※
の
金
額
は
、
村
議
会
の
議
決
後
、
４
月

　

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
応
募
資
格

・
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困
難
で

あ
る
こ
と

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認
め

た
者

○
申
込
期
限

　

３
月
30
日（
金
）

○
申
込
方
法

　

連
帯
保
証
人
と
連
署
し
た「
奨
学
金
貸

与
申
請
書
」に
、｢

戸
籍
抄
本｣

「
住
民
票
」

｢

身
上
書
」｢

成
績
証
明
書
」｢

入
学（
合
格
）

通
知
書
の
写
し
」を
そ
れ
ぞ
れ
１
通
添
付

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
条
件
等

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書
の
請
求
、
提
出
、
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会

　
　
総
務
学
校
班

　
　
　
　

☎（
60
）９
０
０
０

平
成
24
年
度

奨
学
生
を
募
集
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状況をお知らせします
８．職員手当の状況

９．特別職の給料等の状況

10．職員数の状況（教育長含む）

12．秋田県人事委員会からの公平委員
　　 会の事務委託に係る業務状況報告

　①　期末手当、勤勉手当の支給割合
区　　　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当 1.200月分 1.350月分 2.550月分

勤 勉 手 当 0.675月分 0.675月分 1.350月分

　※職務の級などにより5%～15%の加算があります。

　②　退職手当
区　　　分 最高限度 勤続20年 勤続25年 勤続35年

自 己 都 合 退 職 59.28月分 23.50月分 33.50月分 47.50月分

勧奨・定年による退職 59.28月分 30.55月分 41.34月分 59.28月分

　※退職手当は、退職時の給与月額に退職理由・勤続年数による支給割合を乗じて算出されます。

　③　時間外勤務手当
区　　　分 19年度 20年度 21年度 22年度

支 給 総 額 3,733,000円 5,865,000円 7,198,000円 5,072,000円

職員1人当たり支給年額 77,770円 133,295円 179,950円 130,051円

　※事業費支弁に係る職員分を除く。

　④　扶養手当、住居手当、通勤手当

扶 養 手 当

配偶者 13,000円

配偶者以外
扶養１人につき 6,500円

15歳になった日後最初の４月１日から22歳になった日後
最初の３月31日までの子

5,000円加算

住 居 手 当 借家の場合の支給限度額 27,000円

通 勤 手 当
交通機関利用の場合の支給限度額 55,000円

自動車等利用の場合の支給限度額 24,500円

区　　分 23年４月１日 期末手当 区　　分 23年４月１日 期末手当

村 長 649,000円 ６月期　1.375月分
12月期 　1.55月分

計　2.925月分

議 長 252,000円 ６月期　1.375月分
12月期 　1.55月分

計　2.925月分
副 議 長 225,000円

副 村 長 544,000円 議 員 214,000円

教 育 長 465,000円 期末勤勉手当の支給割合は一般職員と同じ

※給料（報酬）は月額。

区　　　　分 職　員　数 対前年度比
増 減 数部　　　　門 22年度 23年度

一般行政部門

議 会 1人 1人

総務企画 12人 12人 　

税 務 2人 2人

民 生 8人 8人

衛 生 2人 2人

農 林 7人 7人

商 工

土 木 5人 5人

小　計 37人 37人 　

特 別 行 政 教 育 5人 5人

普通会計の計 42人 42人

公 営 企 業 等

病 院 5人 5人 　

下 水 道 2人 2人

そ の 他 30人 29人 △１人

小　計 37人 36人 △１人

総 　 合 　 計 79人 78人 △１人

　※職員数は一般職に属する職員数であり、臨時職員は含みません。

11．定員適正化計画の数値目標
（教育長含む）　

１）始　期　　平成15年４月１日
　　終　期　　平成26年３月31日
２）数値目標　68人
　　進ちょく状況（各４月１日）
　　15年度　　 105人
　　16年度　　 102人（△３人）
　　17年度　　 100人（△２人）
　　18年度　　　96人（△４人）
　　19年度　　　94人（△２人）
　　20年度　　　86人（△８人）
　　21年度　　　84人（△２人）
　　22年度　　　79人（△５人）
　　23年度　　　78人（△１人）

　平成22年度中、勤務条件に関する措置の
要求及び不利益処分に関する不服申立てに
ついて当村は該当ありません。
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上小阿仁村職員の給与等の
１．ラスパイレス指数

年　度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

指　数 90.5 91.2 91.3 91.4 92.0

　※国家公務員の給与を100としています。

２．人件費の概要（平成22年度　普通会計決算歳出額に占める人件費の割合）

人　　口 22年度普通会計歳出決算額　a 人　件　費　b 割　合　b／a

2,821人 3,135,970千円 377,330千円 12.0%

※人口は平成23年3月31日現在の住民基本台帳人口
※人件費には特別職の給与・報酬が含まれる。

３．職員給与費の状況
職　員　数　a

給　　与　　費 一人当たり給与費
b／a給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　b

42人 150,112千円 22,605千円 52,343千円 225,060千円 5,359千円

　※平成23年度一般会計当初予算による。職員数は一般会計に属する数です。
　※職員手当には扶養・通勤・住居・時間外などの諸手当が含まれます。
　※１人当たり給与費は年額。

４．職員の平均年齢、平均給料月額及び、平均給与月額の状況
区　　　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 45.3歳 323,400円 373,500円

技 能 労 務 職 52.1歳 295,000円 319,900円

５．職員の給与状況
区　　　分

一般行政職 技能労務職

大学卒（上級） 短大卒（中級） 高校卒（初級） 高　校　卒

初　　任　　給 172,200円 152,800円 140,100円 137,200円

２ 年 経 過 後 184,200円 164,300円 148,500円 145,500円

６．一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
経験年数 大　学　卒 短　大　卒 高　校　卒

10～15年 244,400円 － 213,600円

15～20年 ＊ － 278,400円

20～25年 ＊ 311,200円 316,100円

※経験年数には、採用後の勤務期間に採用前の民間企業勤務期間も換算して加算しています。個人が特定されるものについては公表を控えています。

７．一般行政職の級別職員数の状況
　代表的な職種である一般行政職に適用される給料表には、１級から６級までの区分があります。

級　　別 　
平成22年度 平成23年度

人　数 構成比 人　数 構成比
１　　級 主事・技師 5人 13.5% 4人 10.8%
２　　級 主任 5人 13.5% 3人 8.1%
３　　級 係長・主査 10人 27.0% 12人 32.5%
４　　級 課長補佐・係長 10人 27.0% 11人 29.7%
５　　級 課長・局長・所長・参事・施設長・事務長 7人 18.8% 5人 13.5%
６　　級 主幹 0人 0.0% 2人 5.4%

計 37人 100.0% 37人 100.0%

平成23年４月１日現在の地方公務員給与実態調査に基づく、村職員の給与実態です。
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呼
び
出
し
音
と
受
話
器
音
量
を
そ
れ

ぞ
れ
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
音
量

を
大
き
く
し
た
い
又
は
、
小
さ
く
し
た
い

場
合
に
お
試
し
く
だ
さ
い
。

呼
び
出
し
音
の
音
量
設
定
方
法

こ
あ
に
電
話（
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
）本
体
の

『
設
定
』ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

①

次
に『
電
話
設
定
』ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し

ま
す
。

　
　
　

②

『
呼
び
出
し
音
量
』の『
▲
』『
▼
』で
音
量

を
６
段
階
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

　
　
　
　

③

受
話
器
の
音
量
設
定
方
法

　

こ
あ
に
電
話（
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
）の
受

話
器
を
持
ち
上
げ
、本
体
の『
＋
音
量
』『
－

音
量
』ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
受
話
器
の
音

量
を
６
段
階
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

④

役
場
作
業
停
電
に
伴
う

　

役
場
の
非
常
用
発
電
装
置
の
改
修
工

事
に
伴
い
、２
月
18
日（
土
）と
25
日（
土
）、

３
月
３
日（
土
）と
10
日（
土
）の
４
日

間
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
、
役
場
庁
舎
内
の
す
べ
て
に
お
い
て

停
電
と
な
り
ま
す
の
で
、
村
で
設
置
し

た
電
話
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。　

　

画
面
に
電
話
を
利
用
で
き
な
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
停
電
が

復
旧
す
れ
ば
自
動
で
回
復
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

聞
い
て
話
し
て
触
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

音
量
調
整
編

 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の

     

機
能
活
用
に
つ
い
て

こ
あ
に
電
話
（
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
）
の

　
　
　
　
　
　
　

休
止
に
つ
い
て

このボタン

このボタン

このボタン

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

愛
称「
こ
あ
に
電
話
」に
決
定

  　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
愛
称
タ
ッ
チ
投
票

に
つ
い
て
多
く
の
方
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

愛
称
は
、投
票
数
の
一
番
多
か
っ
た「
こ

あ
に
電
話
」と
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
愛
称
が
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
覚

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
親
し
み
を
持
っ

て
呼
称
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

タ
ッ
チ
投
票
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

投
票
結
果
（
割
合
）

１
　
こ
あ
に
電
話
　
　
37
％

２
　
あ
い
電
話
　
　
　
24
％

３
　
杉
の
子
電
話
　
　
20
％

４
　
ゆ
う
ゆ
う
電
話
　
18
％

こあに電話

37％

あい電話

24％

杉の子電話

20％

ゆうゆう電話

18％
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
制

度
と
第
３
号
不
整
合
問
題

　

第
３
号
不
整
合
記
録
の
是
正
を
進
め
る

た
め
の
法
律
案
が
、
11
月
22
日
に
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

日
本
年
金
機
構
で
は
、
第
３
号
不
整
合
記

録
を
有
す
る
人
の
記
録
を
訂
正
し
、
年
金

受
給
権
の
確
保
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
過
去
２
年
以
内
に

第
３
号
不
整
合
記
録
を
有
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
人
に
つ
い
て
、
記
録
訂
正
に
必
要

な
届
出
の
勧
奨
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
義
務

　

第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
お
よ

び
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
届
出
が
必
要

で
す
。

①
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
の

届
出

　

配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
第
３

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
第

３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
を

配
偶
者
の
勤
務
す
る
会
社（
事
業
主
）に
提

３
号
被
保
険
者
記
録
の
不
整
合
期
間
）。

　

こ
の
よ
う
な
届
出
も
れ
の
記
録
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
請
求

す
る
際
に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の
第
１
号

被
保
険
者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年
金
額

が
減
額
と
な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資
格
期

間
が
な
く
な
り
無
年
金
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
不

整
合
期
間
を
有
す
る
人
を
対
象
に
、
不
整

合
期
間
を
本
来
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間

へ
変
更
し
、
変
更
後
の
年
金
記
録
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
っ

た
期
間（
過
去
２
年
以
内
）に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
記
録
の
中
に
不
整
合
期
間

が
見
つ
か
り
、
過
去
２
年
よ
り
前
に
遡
っ

て
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い
た
場

合
に
つ
い
て
は
、「
第
３
号
被
保
険
者
該
当

届（
年
金
確
保
支
援
法
用
）」の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所

　
　

☎　
（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班

　
　

☎　
（
77
）２
２
２
２

出
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保

険
者
が
、
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
。 

②
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

の
届
出

 　

第
３
号
被
保
険
者
の
年
収
が
増
加
し
て

１
３
０
万
円
以
上
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
や
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者

が
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
保
険
等

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
よ

り
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
必
ず
住
所
地
の
市
区
町
村
に
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

第
３
号
不
整
合
記
録
へ
の
対
応

　

第
３
号
被
保
険
者
が
第
１
号
被
保
険
者

と
な
っ
た
場
合
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
届
出

が
も
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

３
号
被
保
険
者
期
間
と
し
て
年
金
記
録
が

管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
第

　
役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票

等
の
証
明
書
等
に
つ
い
て
、
平
日

に
電
話
で
証
明
書
の
発
行
を
申
し

込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
土
曜
日
・

日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
発
行
で
き
る
書
類
は
、

・
住

民

票
　
・
印
鑑
証
明

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

・
課
税
非
課
税
証
明

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、

本
人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の

証
明
書
に
よ
り
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印

鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

　
長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利

用
券
は
、
予
約
が
な
く
て
も
発
行

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
な
く

て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課☎

（
77
）
２
２
２
２

各
種
証
明
書
等
の
発
行
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野外生産試作センター

野外センターだ
より

野外センターだ
より

☎ 7 7 - 3 5 9 6
担当　大沢直仁
☎ 7 7 - 3 5 9 6

○野外センターでは、寒じめほうれん草の収穫が行われております。

○ほうれん草は冬の寒さで鍛えると、糖とビタミンＣの含量が高まり、甘くて美
味しく、栄養価も豊富になります。

○出荷前に毎回糖度を計測し、７度以上のものだけ寒じめほうれん草として出荷
されます。

○野外センターでは、寒じめほうれん草の収穫が行われております。

○ほうれん草は冬の寒さで鍛えると、糖とビタミンＣの含量が高まり、甘くて美
味しく、栄養価も豊富になります。

○出荷前に毎回糖度を計測し、７度以上のものだけ寒じめほうれん草として出荷
されます。

担当　大沢直仁

寒じめほうれん草

　

役
場
で
は
、
平
成
24
年
度
の
交
通
災
害

共
済
と
不
慮
の
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
加

入
申
込
書
は
、
各
部
落
の「
交
通
安
全
母

の
会
」代
議
員
の
皆
さ
ん
に
、全
戸
へ
配
布・

回
収
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

◆
災
害
共
済
と
は
◆

・
交
通
災
害

　

加
入
者
が
交
通
事
故（
運
転
・
同
乗
・

歩
行
中
等
問
わ
ず
）に
よ
り
、
入
院
・

通
院
し
た
日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

・
不
慮
の
災
害

　

加
入
者
が
不
慮
の
事
故（
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
中
の
事
故
等
）に
よ
り
、
入
院
し
た

日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

◆
加
入
資
格
◆

　

上
小
阿
仁
村
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

又
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

◆
共
済
期
間
◆

　
　

平
成
24
年
４
月
１
日　

～

　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

　

※
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、

　
　

加
入
し
た
日
の
翌
日　

～

　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日

◆
共
済
掛
金
（
年
額
）
◆

　
　

交
通
災
害
：
１
人　

４
０
０
円

　
　

不
慮
の
災
害 

：
１
人　

６
０
０
円

◆
災
害
共
済
金
◆

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
加

入
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
ま
す
。）に

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

総
務
課
企
画
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
　
企
画
班

　
　

☎ （
77
）２
２
２
１

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害

共
済
の
加
入
に
つ
い
て

平
成
24
年
度

交通災害共済 不慮の災害共済

死　　亡 1,000,000 円 600,000 円

後遺障害の　
程度に応じて

1,000,000 円

～　　
500,000 円

600,000 円

～　　
300,000 円

傷
害

入院１日 2,000 円 1,100 円

通院１日 800 円 対象外


